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言足

.，F
】

キタ

中
小
工
業
と
創
造
信
用

田

杉

競

中
小
工
業
は
経
済
の
設
展
過
程
に
長
い
て
、
或
る
揚
合
に
は

大
工
業
と
補
完
蹴
係
に
立
ち
つ

L
も
、
他
の
揚
合
に
は
己
れ
と

競
争
閥
係
に
あ
り
、
絶
え
ざ
る
鑓
動
の
聞
に
漸
突
に
そ
り
存
立

D
分
野
を
挟
め
ら
れ
て
帥
く
。
長
期
聞
を
と
っ
て
見
れ
ば
、
機

械
化
生
査
白
進
行
、
一
般
的
に
い
へ
ば
所
潤
資
本
の
有
機
的
構

成
の
高
度
化
し
ゅ
く
趨
勢
に
件
ひ
、
犬
工
業
白
分
野
が
絶
針
的

に
も
粕
謝
的
に
も
増
大
し
L
つ
あ
る

Z
と
は
、
敢
べ
て
今
日
白

如
苦
戦
時
と
い
は
宇
、
平
戦
時
を
通
じ
で
同
様
で
あ
る
。
と
白

趨
勢
は
根
本
的
に
は
資
本
の
蓄
積
と
技
術
の
進
歩
と
の
岡
町
か

ち
容
易
忙
説
明
さ
れ
る
と
と
ろ
で
あ
り
、
ま
た
中
小
工
業
者
一

般
の
非
進
歩
的
態
度
に
も
起
閃
す
る
が
、
一
到
に
は
金
融
組
織
及

中
小
工
業
と
創
桂
信
用

ぴ
信
用
貸
幣
の
本
質
か
ら
も
助
長
さ
れ
る
。
荒
じ
今
日
の
金
融

組
織
に
よ
う
て
創
造
さ
れ
る
信
用
が
景
気
饗
動
忙
極
め
て
大
友

る
働
き
を
及
ぼ
す
と
ん
一
は
周
知
の
一
如
〈
で
あ
り
、
む
の
作
用
は

中
小
工
業
に
針
し
て
比
較
的
微
弱
か
っ
間
接
的
左
り
と
考
へ
ら

れ
、
し
か
も
ま
た
か
L
る
景
気
雄
一
動
を
遇
巴
て
長
期
的
結
果
を

粛
す
か
ら
で
あ
る
。

貨
幣
的
景
気
論
は
一
般
に
景
気
持
団
動
に
長
い
て
貨
幣
的
要
因

を
霊
閥
し
、
特
に
創
浩
信
用
の
演
や
Z
作
用
を
問
題
D

一
中
心

み
」
す
る
。
今
日
の
わ
が
園
民
経
桝
は
政
府
支
出
に
基
〈
イ
y
フ

レ
1
シ
ヨ
ン
の
顕
著
在
る
影
響
下
に
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
的
信
用
摘
張
の
影
響
は
経
済
益
般
に
及
ん
で
め
る
。
中
小
工

業
も
ま
た
生
産
の
商
に
沿
い
て
の
み
託
ち
ゃ
、
金
融
町
一
一
同
忙
お

い
て
己
の
影
響
を
う
け
る
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
友
〈
、
中
小
工

業
金
融
は
や
A
A

特
具
左
様
相
を
呈
し
て
ゐ
る
。
具
慢
的
事
賓
の

記
蓮
は
他
の
機
舎
に
譲
り

lu

と
主
に
は
主
去
し
ナ
信
用
拘
践
が

中
小
工
業
の
生
産
に
如
何
に
作
用
す
る
か
を
演
緯
的
忙
考
察
し

た
い
。

第
五
十
五
巻

大

第
三
披

豆王

拙著、下請制工業論、第一章、第二章。
拙稿、続制組織企問屋金融(本誌、昭和四年 9月競)、事揮下白中小工業主金
融(問、昭和口年2月掛)帯。
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巾
小

4
業
と
創
撞
信
用

貨
幣
制
景
気
論
に
は
凡
そ
二
つ
の
型
が
あ
る
。

一
は
貨
幣
数

Hι

…
止
に
軍
曹
を
世
く
早
設
で
あ
り
、
他
怯
利
子
歩
合
に
霊
き
を
壁

〈
閥
単
設
で
あ
る
。

貨
幣
数
量
忙
責
苦
を
島
く
問
中
識
は
、
準
備
率
の
考
慮
か
ら
向

獲
し
、
金
利
の
一
経
動
に
よ
っ
て
信
用
品
黒
一
の
費
動
が
起
り
、
信
用

量
の
愛
動
を
ま
っ
て
物
慣
が
費
動
す
る
と
考
へ
る
。
己
れ
は
或

る
意
味
に
沿
い
℃
古
い
型
の
理
論
と
さ
れ
る
。

新
ら
し
き
貨
幣
的
景
気
論
は
、
貨
幣
の
供
給
に
お
け
る
弾
力

性
陀
清
限
し
、
利
子
歩
合
の
聞
き
か
ら
山
裂
し
で
ウ
ィ
ク
セ
ル

的
累
積
過
程
を
説
く
も
む
で
あ
る
。
何
等
か
D
事
情
に
よ
っ
て

白
抽
出
利
子
よ
り
も
貨
幣
利
子
(
金
利
)
が
低
く
な
る
と
昔
、
信
用

繍
張
に
先
立
っ
て
資
本
財
債
格
の
騰
貴
が
あ
る
と
考
へ
る
。

E

L
に
注
意
す
ペ
き
は
、
何
れ
白
壊
設
も
銀
行
白
信
用
撰
張

を
軍
腕
し
、
殊
に
前
者
は
信
用
数
量
の
増
加
が
一
般
的
物
慎
騰

貴
を
招
く
と
す
る
駄
に
沿
い
て
、
信
用
貨
幣
白
能
動
的
作
用
主

認
丸
、
屡
ミ
銀
行
D
態
度
を
も
積
極
的
怒
り
と
す
る
。
然
る
に

後
者
は
銀
行
及
び
創
活
信
用
の
作
用
に
つ
き
よ
り
受
動
的
と
考

へ
、
資
本
財
債
格
の
騰
賞
、
資
本
財
生
産
の
見
込
に
治
け
る
利

傍
五
十
五
番

= 
六
回

第
三
腕

六

潤
増
加
に
よ
っ
て
信
用
摘
張
が
行
は
れ
る
と
す
る
。

損
張
さ
れ
た
信
用
は
如
何
な
る
部
門
に
多
〈
輿
へ
ら
れ
る

か
。
後
白
皐
詑
は
資
本
財
生
産
部
門
に
多
い
と
と
を
明
瞭
に
説

〈
が
、
前
者
は
如
何
で
あ
ち
ろ
か
ロ
金
利
の
侭
下
す
た
は
ち
生

産
費
の
節
約
捻
り
と
す
れ
ば
、
何
れ
の
部
門
を
問
は
宇
需
要
さ

れ
る
筈
で
あ
る
が
、
若
し
生
康
要
素
が
す
べ
て
利
用
吉
れ
て
ゐ

る
揚
合
に
は
強
制
節
約
に
上
り
ま
づ
消
費
財
部
門
が
抑
座
さ
れ

る
の
み
な
ら
や
、
今
日
の
資
本
集
約
的
生
岸
方
法
よ
り
し
ナ
一
資

本
財
の
生
産
指
張
に
多
〈
が
向
け
ら
れ
る
と
考
へ
て
工
い
。
し

か
も
、
た
と
ひ
最
初
は
続
期
資
金
、
印
ち
段
機
費
金
叉
は
経
替

資
金
と
し
て
興
へ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
後
温
す
る
如
〈
之
忙
よ

っ
て
成
立
す
る
資
本
支
配
力
(
同

PZEMm勺
ozzh乃
至
購
買

力
は
や
が
て
固
定
的
投
奇
に
も
利
用
せ
ら
れ
る
に
至
る
か
ら
で

あ
る
。か

〈
て
第
一
に
強
制
節
約
が
あ
り
T

と
す
れ
ば
消
費
財
産
業
が

抑
へ
ら
れ
る
。
中
小
工
業
が
消
費
財
産
業
忙
属
す
る
も
の
多
し

と
す
れ
ば
、
己
の
賄
か
ら
中
小
ア
業
は
不
利
を
蒙
る
も
の
と
い

は
ね
ば
た
ら
ね
。
我
閣
の
最
近
の
事
寅
に
円
一
し
い
て
は
し
か
し
か

高田保属、静二純情畢概論、 37，頁以下。
信用白鴎彊又は利子町低位向みから生産横虫回行はれ難いとい」、白目、貨幣
的景気諭に劃ナる最大白非難である。例へば高田保馬、極済事新詩、第五番、
460頁。
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h

る
影
響
と
認
む
べ
き
も
の
を
見
出
し
難
い
や
う
に
息
は
れ
、

む
し
ろ
生
産
要
素
が
中
小
工
業
主
去
っ
て
大
工
業
へ
向
っ
た
の

ほ
統
制
の
結
果
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
事
費
以
来
既
に
は
や

〈
購
買
力
増
加
が
ひ
ら
〈
浸
潤
し
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
摘
張
さ
れ
た
る
信
用
は
、
直
接
そ
の
企
業
に
輿
へ
ら

れ
る
と
、
間
接
に
他
心
企
業
を
通
じ
て
利
用
さ
れ
る
と
を
問
は

占

y

、
資
本
財
産
業
の
生
産
繍
張
に
多
〈
投
ぜ
ら
れ
る
と
す
れ
ば

費
本
財
の
生
産
に
沿
い
て
中
小
I
J

業
白
占
む
る
地
位
が
一
般
に

桜
め
て
小
さ
い
事
費
か
ら
、
や
は
り
創
造
信
用
は
主
と
し
て
犬

工
業
に
封
し
て
作
用
す
ハ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

し
か
じ
創
造
せ
ら
れ
た
る
信
用
位
、
具
樫
的
に
如
何
に
典
へ

ら
れ
、
如
何
に
作
用
す
る
丸
山
、
い
ま
少
し
〈
詳
細
に
考
察
す
る

必
要
が
あ
る
。

銀
行
は
受
け
た
る
信
用
、
即
ち
本
原
的
頂
金
上
り
も
多
く
の

信
用
を
奥
へ
得
る
。
け
れ

E
も
己
i
A

に
行
は
れ
た
信
用
創
遣
が

常
に
直
ち
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
惹
起
す
る
と
は
限
ら
も
な

ぃ
。
之
陀
針
癒
す
る
生
産
の
増
加
が
同
時
に
あ
る
ひ
は
近
雪
賂

中
小
工
業
と
創
誼
信
用

戒
に
賓
現
ず
れ
ば
、
物
侵
騰
貴
は
全
く
趨
釘
宇
あ
る
ひ
は
や
が

て
消
滅
す

Z
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
信

/
 

用
横
張
在
り
や
否
や
は
、
モ
白
成
立
が
生
産
自
増
加
に
随
伴
せ

り

る
や
否
ゃ
に
上
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
と
の
見
方
か
ら
手
形
割
引

士
た
は
商
品
捨
保
貸
付
は
既
拝
の
財
を
基
礎
と
し
て
ゐ
る
限
り

か
t

ふ
る
信
用
撹
張
?
な
い
に
反
し
、
例
へ
ば
抜
張
む
た
め
夜
行

せ
ら
れ
た
る
株
式
社
情
を
捨
保
と
せ
る
貸
付
。
如
き
は
明
ら
か

に
生
産
に
先
立
っ
て
供
給
さ
れ
、
縫
っ
正
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

的
創
浩
信
用
と
さ
れ
る
。
ま
た
最
近
軍
需
品
生
産
に
闘
し
て
行

η
 

は
れ
て
ゐ
る
註
文
書
見
返
の
貸
付
、
或
は
経
常
的
取
引
関
係
(
特

に
調
渇
大
銀
行
白
同
E
Z
E
H
B
E唱
E
Eふ
忙
基
い
て
内
容
を
知
悉

せ
る
D
ち
針
入
信
用
に
工
つ
で
融
通
さ
れ
る
も
の
も
之
に
属
す

る
。
然
し
何
れ
に
せ
よ
、
信
用
蹟
張
が
生
産
D
繍
張
を
招
く
己

と
は
疑
び
な
い
。

シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
経
時
信
用
は
財
貨
O
流
通
を

背
後
に
も
つ
が
放
に
、
伎
の
す
一
揚
か
ら
所
謂
「
新
ら
し
雪
結
合
」

を
行
ふ
企
業
が
生
産
要
素
を
仰
の
部
門
主
り
移
動
し
て
「
渡
展
」

的
生
産
撹
張
を
一
貫
現
ず
る
に
は
役
立
た
な
い
d

己
の
一
目
的
の
た

第
五
十
五
巻

第
= 
揖

-t< 

一
六
五

， 
c.明 el白用語をかりて (Theoretische Sozinl位。nomie，4 AufL S. 184) Ma 
chlupは買物費本白調達に用ひ得る支配力一語常は貨幣資本音意味する 由震
に用u'る。 (Borsenkredit，Inclustriekredit U. Kapitalbildung" S. !(ト回)

Hahn， A.， Volk5wirtschaftIiche TheOI)e des Bankkredits， 3 Aufi.， S. 40-44 .. 
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中
小
工
業
ξ

創
誼
信
用

防
に
は
封
入
信
用
叉
は
有
償
誇
務
権
保
た
ど

(
即
ち
現
在
所
有
せ

る
財
産
、
文
同
勝
車
の
用
夜
中
府
高
生
産
せ
ら
る
べ
き
財
貨
を
措
保
と
す

る

立
よ
っ
て
融
遇
さ
れ
る
創
治
信
用
が
必
要
で
あ
る
。
中
小

工
業
が
多

4
受
け
て
ゐ
る
信
用
は
経
埜
信
用
に
止
士
り
、
設
備

資
金
、
横
張
費
金
に
告
い
て
は
主
と
し
て
自
己
蓄
積
、
親
戚
知

人
並
ぴ
に
問
屋
よ
り
の
融
通
に
依
存
し
、
僅
か
に
一
部
を
銀
行

に
求
め
る
比
過
ぎ
ぎ
る
と
と
を
見
れ
ば
、

一
般
に
十
分
注
る
創

浩
信
用
を
受
け
得
な
い
で
あ
ら
う
。

「
新
ら
し
昔
結
合
L

と
は
非
連
積
的
友
「
致
展
」
を
招
来
す
る

如
き
劃
期
的
生
産
方
法
主
意
味
し
、
容
易
に
出
現
す
る
も
の
で

は
友
い
。
そ
れ
に
も
種
々
の
段
階
が
あ
る
と
は
い
へ
、
中
小
工

業
者
の
一
経
緯
態
度
を
見
れ
ば
、
一
般
に
之
主
賞
現
す
る
企
業
者

的
機
能
は
犬
工
業
者
に
劣
呂
と
見
ね
ば
た
ら
た
い
で
あ
ら
う
。

た
E
か
a
h

る
方
法
に
極
め
て
蓮
や
か
に
逗
随
す
る
こ
占
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
例
へ
ば
今
日
の
軍
需
生
産
の
あ
る
も

o

h
如
き
は
と

D
範
曜
に
属
す
る
で
あ
ら
う
。
現
に
軍
需
生
産

部
門
に
於
て
は
統
制
白
線
に
沿
う
て
、
大
工
業
が
十
分
程
る
信

用
を
う
け
大
横
張
を
行
っ
て
ゐ
る
は
勿
論
な
が
ら
、
中
小
規
模

弾
五
十
五
巻

六
六

第
三
鵠

J、

見の
らも
れの
る村、も
。，乙

で
はヰ
多
少
θ 

創
謹
信
用
を
イJli
奥
さ
h 
マ:
ゐ
z 
，l-

以
上
は
個
々
白
貸
付
制
引
の
何
庭
に
於
て
信
用
創
造
が
奥
へ

ら
れ
た
か
を
見
究
の
で
あ
る
が
、
創
遁
信
用
に
闘
す
る
研
究
は

個
々
白
銀
行
に
治
け
る
概
賭
か
ら
銀
行
益
随
に
針
ず
る
概
黙
忙

移
り
、
モ
と
に
信
剤
創
治
の
有
無
あ
る
ひ
は
そ
の
作
用
を
論
十

る
己
と
ミ
在
っ
た
。
剖
ち
一
々
の
貸
付
割
引
が
直
接
に
物
憤
叉

は
生
涯
の
鑓
動
を
惹
起
す
る
過
程
を
見
呂
よ
り
も
、
粧
品
開
会
檀

に
お
け
る
信
用
創
浩
の
影
響
宇
一
考
察
す
る
。
利
子
歩
合
に
買
き

を
置
く
準
設
の
如
昔
も
、
自
然
利
子
と
金
利
と
の
聞
き
か
ら
信

用
横
張
が
行
は
れ
る
と
す
る
圭
昔
、

E
mサ
貸
付
が
信
用
摘
張
と

た
「
る
か
を
聞
は
-
泣
い
。
た
ピ
資
本
財
債
格
、
ひ
い
て
見
込
の
利
/

潤
が
高
ま
る
白
は
者
本
財
産
業
た
り
と
見
る
限
り
、

E
D
部
門

へ
多
く
り
信
用
が
興
へ
ら
れ
る
己
と
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
モ

れ
が
如
何
た
る
形
式
で
輿
へ
ら
れ
る
，
や
を
問
は
た
い
。
か
〈
て

こ
の
見
解
を
と
呂
場
合
に
も
中
小
工
業
に
資
本
財
産
業
た
る
も

の
が
少
い
関
係
か
ら
、
多
〈
h
t
A
る
信
用
損
張
に
浴
し
・
泣
い
。

夜
で
主
た
A
T
目
白
金
融
市
場
に
は
或
る
程
度
の
分
化
が
行
は

"ι"7 
小島白太郎、金融論、 640買等。
拙稿、潤逸需替主義銀行における交豆電f事業務(本誌、昭和12年 2 月披)。
Schumpeter， J.， The町 ieder wirtschaftlichen Entwicklung. 2 Au司 s.146. 
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れ
、
中
小
工
業
は
一
部
を
除
雪
大
工
業
と
異
る
金
融
機
関
か
ら

資
金
を
仰
宮
、
己
、
に
不
完
杢
競
争
の
市
場
が
成
立
し
て
ゐ
る

事
寅
を
考
へ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
雨
市
揚
間
忙
或
る
程
度
の
資
金
白

向附移
忙随重h
も1"は

蓮昌あ
れ振る
が件け

lぁれ
るも E
O 犬 も

若:r.
し業中
rp のノ]、

ノl、 そ ごE
工れ F 業

主主にの
金比支
融し梯
市 'cふ

揚高金
古ま く キリ
犬、公

立:低 22
業下~
金傾に

融
市
場
と
完
全
に
分
離
し
て
ゐ
る
た
ら
ぽ
、
モ
と
に
於
け
る
自

然
利
子
〔
相
劃
的
に
高
〈
な
じ
み
」
金
利
(
比
較
的
高
〈
低
下
傾
向
に
お

〈
れ
る
)
と
の
開
き
が
小
た
る
が
た
め
、
中
小
工
業
に
於
け
る
費

本
対
同
円
格
の
騰
貴
は
大
工
業
に
長
け
る
よ
り
も
少
い
筈
で
あ

る
。
然
り
と
す
れ
ば
ウ
ィ
タ
セ
ル
的
累
積
過
程
は
己
主
で
は
微

細
な
の
で
は
な
い
か
。
た
w
h
E
れ
ら
市
揚
の
分
化
は
完
全
で
た

ぐ
、
殊
に
景
気
上
昇
期
忙
は
後
者
よ
り
前
者
へ
の
流
入
が
盛
と

泣
る
か
色
、
果
し
て
如
何
た
る
程
度
の
差
異
を
示
す
か
は
明
瞭

で
怠
い
。
け
れ
ど
も
現
賓
は
中
小
工
業

ι劃
し
て
創
謹
信
用
が

血
え
ら
れ
る
こ
と
は
少
く
、
殊
に
各
種
白
統
制
が
己
れ
を
促
進

し
て
ゐ
る
と
と
は
疑
ひ
難
い
。

四
中
小
工
業
主
創
造
信
用

信
用
創
造
を
金
融
市
揚
の
金
慢
に
つ
い
で
観
察
し
モ
白
生
産

へ
O
閥
係
を
見
る
揚
合
、

シ
ュ
ム
ベ

1
9
1
の
知
〈
そ
O
景
気

土
昇
べ

D
H
m
E
5
2
を
問
題
と
す
る
に
非
る
限
り
、
他
の
芳
察

を
必
要
と
す
る
。
信
用
摘
張
は
そ
れ
が
何
虚
に
如
何
在
る
形
式

で
典
へ
ら
れ
る
に
せ
よ
、
明
ら
か
に
を
づ
受
信
者
に
資
本
支
配

力
(
購
買
力
)
を
加
へ
た
の
で
は
あ
る
が
、
己
れ
は
蕎
伎
の
償
還

設
券
の
買
入
、
生
産
手
段
白
調
達
左

E
に
用
び
ら
れ
る
と
何
時

に
、
自
己
又
は
相
手
方
に
自
由
在
る
購
買
力
と
左
つ
ず
一
移
帥
押
す

る
。
順
次
か
L
る
過
程
は
操
返
さ
れ
る
か
ら
、
創
治
さ
れ
た
る

信
用
、
即
ち
資
本
支
配
力
は
最
初
の
受
信
者
に
作
用
す
る
の
み

左
ら
守
、
ひ
ろ
〈
図
民
経
済
に
波
及
し
て
そ
の
生
産
増
加
を
賀

す
で
あ
ら
う
。

マ
ハ
ル
ッ
プ
は
ポ
一
フ
ッ
ク
の
思
想
に
基
い
て
こ

の
週
程
を
重
親
し
、
取
引
所
信
用
が
者
金
を
拘
束
し
て
工
業
信

用
を
限
害
す
る
や
否
や
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
己
白
考
へ
方
は
ま

た
我
々
自
問
題
に
役
立
つ
ー
と
思
は
れ
る
。
か
〈
て
波
及
過
程
ゆ

金
慣
を
見
る
と
昔
、
創
誼
信
用
の
イ
V

フ
レ
l
b
J
ー
一
言

Y
的
作
用

は
、
そ
れ
が
最
初
ど
と
に
(
晴
引
所
信
用
、
工
業
信
用
)
、
如
何
在
る

形
式
で
(
手
形
割
引
、
首
座
貸
越
、
譲
歩
揖
保
貸
付
}
如
何
一
定
る
使
途

傍
五
十
主
巻

三
六
七

第一-一説

オL

中

151. (邦課、 248、255-256頁)。
捌著、下請嗣j工業論、 283頁等。
軍需品目受註D際興へられる前提金も同様む作用をもっ。
例へば岡庭博、職時下回中小商工業金融論、 S3頁以下白諾統計によって、

z同
日〉
12) 



中
小
工
業
と
創
誼
信
用

に
劃
し
て
(
鰹
瞥
資
本
、
設
備
費
本
)
血
(
へ
ら
れ
る
を
聞
は
十
、
閃

ぉ

様
で
あ
る
と
い
ふ
。
そ
れ
は
結
局
迂
同
生
産
白
延
長
、
郎
ち
資

本
財
生
庄
の
披
張
に
投
ぜ
ら
れ
る
と
す
る
。
確
か

ι創
浩
信
用

が
最
初
白
受
信
者
に
奥
へ
る
作
用
は
注
目
せ
ら
れ
ね
ば
た
ら
な

い
が
、
同
時
に
創
造
せ
ら
れ
た
資
本
支
配
力
が
金
惜
白
生
産
に

及
ぼ
す
作
用
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
か
お
る
見
方
よ
り
す
れ
ば

創
浩
信
用
の
中
小
工
業
へ
の
作
用
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。

需
巣
増
加
が
資
本
周
生
産
D
鏑
張
を
よ
り
強
〈
刺
殺
す
る
乙

と
(
加
速
度
目
法
則
)
及
び
一
資
本
白
川
い
給
増
加
と
と
も
に
之
を
受
く

べ
き
資
本
の
限
界
需
要
者
は
、
掃
討
本
的
生
産
を
行
ひ
利
子
低
下

の
利
径
を
強
く
享
受
す
る
も
白
で
あ
る
己
と
か
ら
、
結
局
、
資

本
財
産
業
へ
最
も
多
く
白
創
治
信
用
が
流
入
す
る
と
す
る
マ
山

.
ル
ッ
プ
の
・
設
は
正
し
い
で
あ
ら
う
。
も
し
然
り
と
す
れ
ば
中
小

工
業
は
ま
だ
そ
勾
影
響
を
う
け
る
己
と
が
少
い
わ
防
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
創
話
せ
ら
れ
た
る
信
用
は
枇
舎
の
所
得
を
増
大
す

る
白
み
た
ら
宇
、
前
記
過
程
の
結
果
と
し
て
消
費
財
の
紋
乏
を

感
ぜ
し
め
る
忙
至
る
が
故
に
、
や
が
て
消
費
財
θ
個
別
格
騰
交
を

粛
ら
し
、
そ
の
生
産
を
刺
敬
す
る
己
と
主
た
る
。
た
と
ひ
、
ハ

第
五
十
五
巻

前1最ヲイ
とのエ
伺 反 ク
様動の
にと』口
迂 l.A7)< 
問、

生まか
産た L

の己るー
矩れ消長
縮が費/九;
、た財
ひめ需
い 、主主
て j守の
恐費増
慌イ言加
忙月1 を
導の以

< 18iltl て
と主を 5&
見的帝;1)
Z 増節

傍

観

O 

と
と
を
せ
中
と
も
、
所
得
増
加
が
消
費
財
生
産
を
刺
戟
す
る
と

と
は
疑
ひ
左
い
で
あ
ら
う
。

殊
に
か
a
A

る
波
及
過
程
に
な
い
て
は
、
そ
れ
が
生
産
に
投
ぜ

ら
れ
分
間
過
程
を
経
て
、
や
が
て
所
得
。
一
部
と
し
て
貯
蓄
を

形
成
す
る
o

己
の
自
己
蓄
積
(
及
び
親
戚
知
人
目
蓄
積
)
を
生
涯
を

利
用
す
る
に
至
り
て
中
小
工
業
は
繍
張
を
一
行
ふ
こ
と
が
出
来

る
。
己
主
で
ま
た
問
屋
よ
り
の
金
融
が
加
は
る
。
た
ど
今
日
の

扶
態
は
か
ミ
る
諸
積
が
一
平
和
産
業
の
一
般
的
た
る
、
文
軍
需
産

業
白
中
小
工
業
に
長
け
る
設
備
制
限
正
い
ふ
統
制
に
上
っ
て
抑

へ
ら
れ
て
、
僅
か
に
還
時
賛
企
の
充
賢
|
問
屋
金
融
の
排
除
ー

と
友
っ
て
白
み
現
は
れ
て
ゐ
る
。
今

H
b
が
中
小
工
業
の
金
融

は
王
と
し
て
と
の
所
得
及
び
蓄
積
増
大
と
い
ふ
イ
Y
フ
レ

1
シ

ヨ
ン
の
間
接
的
影
響
の
下
に
特
殊
の
様
相
骨
示
し
て
ゐ
る
も
の

で
あ
る
。

五

Grundzuge der Finanzi-

とす Q 白はIEL-(ないであらう。

小工業のラ利用せる金融機関を見よ。
Machlup， a. a白に S.40， 179仔 Polak，N. J.， 
emng， s. 43伍

然し彼が岩崎信用量ナペて inflationistisch

，3) 
'4) 



乱、

今
日
の
金
融
市
場
に
長
い
て
は
銀
行
に
工
り
信
用
創
造
が
行

は
れ
て
ゐ
る
乙
と
も
事
貨
で
あ
る
が
、
最
も
顕
著
な
る
は
い
ふ

ま
で
も
左
く
、
図
家
の
日
本
銀
行
を
週
宇
る
そ
れ
で
あ
る
。
日

銀
引
受
に
よ
る
公
債
務
行
は
、
生
産
増
加
に
先
立
っ
て
資
金

資
本
支
配
力
を
創
出
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
が
軍
需
生
産
物
白

調
時
同
を
資
ら

L
た
る
の
ち
、
生
産
増
加
に
際
宇
る
以
上
は
速
や

か
に
回
収
さ
れ
怠
け
れ
ば
ザ
Y

フ
レ

I
シ
ョ

V

を
招
〈
。
上
記

何
れ
D
観
鮪
を
と
呂
に
し
て
も
創
治
さ
れ
た
る
信
用
は
費
本
財

産
業
、
縫
っ
て
多
〈
は
中
小
工
業
以
外
の
生
還
を
増
加
せ
し
め

る
筈
で
あ
る
が
、
事
賓
英
大
佐
る
政
府
支
出
ほ
直
ち
に
岡
牧
さ

れ
宇
し
ず
一
一
部
流
通
用
舟
に
止
ま
り
、
主
と
し
で
物
慣
騰
貴
と
大

工
業
の
生
産
横
張
に
働
い
て
ゐ
る
。

勿
論
、
費
金
統
制
は
じ
r

め
各
種
の
統
制
が
中
小
工
業
を
抑
座

す
る
か
ら
と
の
↑
勢
は
一
居
顕
著
と
た
る
。
然
し
己

D
事
賢
は
早

註
る
統
制
の
結
果
で
は
友
く
、
上
に
考
察
し
た
一
般
的
傾
向
の

現
は
れ
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
銀
行
も
し
く

は
信
用
貨
幣
自
身
の
性
格
よ
り
も
、
根
本
的
に
今
日
白
生
産
権

逝
の
特
質
か
ら
決
ま
る
と
と
も
注
意
さ
れ
ね
ば
左
ら
ぬ
。
銀
行

中
小
工
業
と
制
法
信
用

と 白
い身
』、M，7J{.
態'褒
度展
I'C ~亡

終長
始い
すて
るイ

限=
り シ
、ア

泊ミテ

L イ

る lヴ

統を
告IJ と
及ら
ぴた
ーい

た般
る自門]
イ言傾
m向
がに
奥島
へい
ら て
れ不
る 利
害 E
が家
主主 る

い21)ペ
。昔

部
門
に
は
十
分

中
小
工
業
者
む
う
ち
に
優
秀
た
る
企
業
者
的
才
能
を

有
ず
る
も
の
が
あ
れ
ぽ
、
十
分
友
る
信
用
を
興
へ
ら
れ

速
や
か
左
成
長
を
遂
げ
る
と
と
も
可
能
で
あ
ら

う
。
事
賞
、
新
ら
し
き
可
能
性
を
見
透
し
て
早
〈
摘
張

てに
着
手
し
た
一
群
白
中
工
業
者
は
、
特
に
軍
需
産
業
に

沿
い
て
著
し
き
稜
展
を
遂
げ
た
例
に
乏
し
〈
な
い
。
品
拙

し
一
般
に
は
中
小
工
業
者
に
か
ミ
る
才
能
が
乏
し
い
と

昔
、
金
融
業
者
の
態
度
と
相
侠
っ
て
一
般
的
結
論
は
動

か
な
い
で
あ
ら
う
。

第
五
十
五
巻

六
九

第
三
雄

Machlup， a. a. O. S. 184-189. (6) a. a. O. S.暗号，84
Hayek， F. A.， Prices anq Production， 2nd ed. p. 55-58. (県崎稔課 96-100頁)
Ibid. p. 58， 89-96.. (~B調、 98， 139-1 50頁)
拙稿、統制組織と問屋金融(本誌、昭和四年9月観)0 

Schn皿 peter，Business Cyc1es， 'Vol. IJ， p. 639-43 
，j、島白太郎、同格競、金融機構と中小工業田勝束性(山中篤本郎編、~f'小Z業白
勝来性、 2'7頁以下)。 ¥ 
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